
 

 

経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００４（抜粋

平成１６年６月４日 

 

第２部  経済活性化に向けた重点施策 

 

３．「新産業創造戦略」の推進、市場環境の整備及び発展基盤の強化 

 

（４） ＩＴ戦略の推進 

２００５年までに世界の最先端のＩＴ国家となるとともに、２００６年以降も

のＩＴ国家であり続けるため、内閣一体となってｅ－Ｊａｐａｎ戦略を進めてい

要であり、このため「ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画２００４」に基づき、加速化５分野

分野、インフラ等ＩＴ政策の重点化・加速化を推進する。 

・利活用の分野のうち医療のＩＴ化については、より良質で安全かつ効率

実現するため、政策群の手法も活用し、財政規律を保ちつつ関係機関に

センティブを与える制度改革等により強力に推進し、社会保障関係のＩＴ

ていく。また、同様に効率性を確保しつつ、教育など知のＩＴ化を推進する

・電子政府の構築に当たっては、ＩＴ化に対応した行政の減量効率化を進

・ネットワーク分野については、ユビキタスネットワーク環境を整備し、高齢

が元気に参加できるＩＴ社会を実現するため、「ｕ－Ｊａｐａｎ構想」を具体化

・ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画２００４においては、過去の重点計画の評価を踏ま

標を導入し、ＩＴ戦略における成果主義を確立する。 
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